
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
が
運
動
の
原
動
力

北
海
道

「
小
さ
な
親
切
」運
動
室
蘭
支
部

代　

表　

水
野　
治

北
海
道
電
力
株
式
会
社
室
蘭
支
店
長

薬や
く

本も
と

光み
つ

明あ
き 

（
70
歳
）

広
島
県　
地
方
賛
助
会
員（
三
原
支
部
）

金か
ね

髙た
か

仁に

一い
ち

郎ろ
う 

（
77
歳
）

大
分
県 

「
小
さ
な
親
切
」運
動
杵
築
市
支
部
代
表

鈴す
ず

木き

庄し
ょ
う

四し

郎ろ
う 

（
80
歳
）

山
形
県　
長
井「
小
さ
な
親
切
」の
会
事
務
局
次
長

福
井
県

敦
賀
市
立
沓く

つ

見み

小
学
校
児
童
会

校　

長　

寺
腰　
聡

■
団
体
の
部
／
２
団
体

■
個
人
の
部
／
３
名

　

平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
発
足
。「
小
さ
な

親
切
」
実
行
章
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
力
を

入
れ
、
活
動
内
容
は
清
掃
に
と
ど
ま
ら
ず
花

壇
整
理
、
除
草
、
除
雪
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

　

元
学
校
長
の
経
歴
を
活
か
し
、
青
少
年
の

豊
か
な
心
の
育
成
に
尽
力
。
ま
た
、
長
井
市

の
「
小
さ
な
親
切
」
推
進
都
市
宣
言
の
実
現

や
、
宣
言
10
周
年
の
つ
ど
い
の
開
催
な
ど
地

域
ぐ
る
み
の
運
動
推
進
に
貢
献
し
た
。

　

読
書
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育
て
よ
う
と

40
年
以
上
に
亘
り
、
学
校
へ
の
図
書
寄
贈
を

続
け
、
こ
れ
ま
で
寄
贈
し
た
学
校
は
５
０
０

校
あ
ま
り
に
。
寄
贈
図
書
数
は
3
万
冊
を
超

え
て
い
る
。

　

支
部
の
広
報
紙
を
杵
築
市
内
に
全
戸
配
布

す
る
な
ど
、
運
動
の
啓
発
と
会
員
拡
大
に
努

め
る
と
と
も
に
、
元
学
校
長
の
経
歴
か
ら
青

少
年
の
豊
か
な
心
の
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。

　

平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
よ
り
、
全
校
を

あ
げ
て
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
い
、
そ
の
収
益

金
で
車
椅
子
を
購
入
し
福
祉
施
設
等
へ
寄
贈
。

こ
れ
ま
で
の
寄
贈
台
数
の
累
計
は
、
70
台
に

上
る
。

１１
月
２３
日
（
土
）
開
催
の
令
和
元
年
度
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
全
国
表
彰
式
で
、
運
動
功
労
者
の
皆
様
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
内
閣
官
房
長
官
賞
５
名
と
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
入
選
・
入
賞
者
は
次
号（
新
春
号
）で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
小
さ
な
親
切
」

運
動
大
賞

「
小
さ
な
親
切
」運
動
岐
阜
県
本
部

代　

表　

土
屋
　嶢　
大
垣
共
立
銀
行
取
締
役
会
長

事
務
局　

大
垣
共
立
銀
行

　

平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
の
発
足
時
よ
り
、
環
境
美

化
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
毎
年
約
３
０
，０
０
０
名
が
参

加
す
る
大
規
模
な
日
本
列
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
展
開
。

さ
ら
に
、
ク
リ
ー
ン
活
動
実
施
時
に
コ
ス
モ
ス
種
子
を

配
布
す
る
ほ
か
、
県
内
の
小
中
学
校
に
も
種
子
を
贈
り
、

花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り
へ
の
協
力
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

親
切
さ
ん
を
表
彰
す
る
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
で

は
、
贈
呈
式
を
年
2
回
、
岐
阜
地
区
と
飛
騨
地
区
で
開

催
。
地
区
ご
と
の
贈
呈
式
の
実
施
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
県
内
全
域
へ
「
小
さ
な
親
切
」
の
精
神
を
広
げ
る

一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
福
祉
教
育
を
通
じ
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
、
毎
年
小
中
学
校
へ
車
椅
子
10
台
の
寄
贈

を
つ
づ
け
て
お
り
、
今
年
度
は
県
本
部
設
立
30
周
年
記

念
事
業
と
し
て
台
数
を
増
や
し
、
33
台
を
寄
贈
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」

運
動
賞
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お互いを認め合う環境
　教育の一番の目的は、「人に迷惑をかけず、

将来自分の力で飯
めし

を食べていける」ように

するということだと考えています。「その

ために今、勉強するんだ」と、日頃から口

から泡を飛ばして話しています。自立して

いて、ある程度自分に余裕がないと、人に

も親切にできないですから。

　普通科だけの学校ではないので、一般的

にいう難関大学に行って大企業に入ること

を目標にしている生徒ばかりではありませ

ん。サッカーでプロになる子がいる、吹奏

楽で音楽の道に進む子もいる、調理師になって将来自分

の店を持つのが夢だという子もいる。いろいろな子ども

がいて、みんな光るものを持っています。それを認め合

い、ほどよい距離感を持ち、気遣いをする環境は、生徒

にとってはとても良いのではないでしょうか。

　価値観が多様化している時代ですから、自分本位の物

差しで見るとおかしくなります。人にはそれぞれの物差

しがありますから、その物差しで見ることを忘れないよ

うに、と生徒には伝えたいですね。

今の子どもは我慢ができない
　長い教員生活を通じて、今の子どもたちは、「耐性が

ない」ということを一番感じます。我慢ができない、継

続できないということですね。また、インターネットの

普及によって「検索力」は高まりましたが、「考える力」

や「判断力」が低下しています。

　ただ、目標がはっきりしていれば、我慢はできます。

漠然とした目標や、いつ終わるかわからないことに、ふ

んばることはできない。先が見えない世の中ですから仕

方のない部分もありますが、教師が目標を持たせるよう

な指導ができれば、子どもにも我慢や継続をさせること

はできるのではないかと思います。

森山田高等学校は、スポーツ強
豪校として全国的にも有名な学校

ですが、普通科以外に幅広い分野の
コースや学科を設け、実践的・実用
的な教育をしています。前号（夏号・
№515）に引き続き、花田惇校長の
「教育論」をご紹介します。

心を耕す
　私は、「子どもは褒めないといけない」と思います。

大人だって褒められたら嬉しいですよね。私も教頭時代

は、校長に褒められると嬉しかったですし、校長になっ

た今も、他から生徒や先生方が褒められると単純に喜ん

でいますよ（笑）。

　誰にだって「認められたい」という気持ちがあります

から、存在を認めて、学校や部活の一員である、と帰属

感を持たせることが必要です。

　同じ親から生まれて、同じ環境で育っても子どもは一

人ひとりみんな違います。教師の一言で傷つく子もいま

す。体の傷は治っても心の傷は治らない。まさしく、教

育は人づくりです。

　今では考えられませんが、昔は男子生徒の髪の毛が伸

びていればバリカンで刈ることもありました。今日の常

識が、明日の非常識になることもありますし、その逆も

あります。社会情勢や親の意識もだいぶ変わりました。

学校も社会のニーズにある程度合わせることは必要です

が、教育には変えてはいけない根っこがあるのではない

でしょうか。

   「人の心を耕す」ことが、一番大切だと考えています。

名
物
校
長
に
聞
く

“

情
熱
”
教
育
論

青
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文武両道の確立、積極的に大学
進学を目指します

青
森
山
田
高
校
　
各
科
・
コ
ー
ス
紹
介

普 通 科

情報処理科

自動車科

調 理 科

特 進 コ ー ス

キャリアアップコース

吹 奏 楽 コ ー ス

美 術 コ ー ス

演 劇 コ ー ス

ス ポ ー ツ コ ー ス

アド バ ン ス ク ラ ス

スタンダードクラス
大学・専門学校・公務員・就職
を目指します

ICT社会に対応できる人材育成を
目指します

時代のニーズに応える整備士の
育成を目指します

即戦力として適用する高い技術と
知識を身につけた専門家の育成
を目指します

美術に専門的に取り組み、個性を磨く
ことを目指します

劇を創造する喜びを味わい、豊かな感
性の育成を目指します

音楽を通じて豊かな人間性を身につけ
ルことを目指します

普通科ならではの進路指導で、進学・
就職の目標達成を目指します

国公立大学、難関私立大学の合格を目
指します

スポーツを通じて社会に役立つ
人間形成を目指します




